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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　複数の板材の側端を互いに突き合わせて水平方向に立設することにより仮囲いを行う仮

囲い板の連結構造であって、

　互いに隣接する板材のうち、一方の板材の側端が、前記板材と直交する仮想線を斜めに

横切る屈曲部を備え、

　他方の板材の側端が、前記板材と直交する仮想線を斜めに横切る屈曲部を備え、

　前記一方の板材の側端の屈曲部と前記他方の板材の側端の屈曲部とが突き合わされて成

るとともに、前記一方の板材の側端と前記他方の板材の側端にはそれぞれ、各屈曲部から

延びる屈曲片を備えるとともに、

　中央部にボルトを備える矩形の天板と、先端にフック部を備えて前記天板の四隅から延

びる開閉自在の脚部と、を有する連結部材が、

　前記複数の板材に対して水平方向に配置した単管を跨ぐように取付けられ、前記脚部の

フック部を前記一方の板材の側端の屈曲片と前記他方の板材の側端の屈曲片に掛止した状

態で前記ボルトを緊締させてなることを特徴とする仮囲い板の連結構造。

【請求項２】

　前記一方の板材の側端の屈曲部は、前記板材と直交する方向に対して左右に蛇行し、前

記他方の板材の側端の屈曲部は、前記板材と直交する方向に対して、前記一方の板材の端

部と同じ形状で左右に蛇行して形成されることを特徴とする請求項１に記載の仮囲い板の

連結構造。
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【 請 求 項 ３ 】

　 複 数 の 板 材 に 対 し て 水 平 方 向 に 配 置 し た 単 管 を 跨 ぐ よ う に 取 付 け ら れ る 連 結 部 材 で あ っ

て 、

　 単 管 側 に 進 退 動 す る ボ ル ト を 備 え る 天 板 と 、 先 端 に フ ッ ク 部 を 備 え 前 記 天 板 の 四 隅 か ら

延 び る 開 閉 自 在 の 脚 部 と を 有 し 、

　 板 材 の 側 端 を 互 い に 突 き 合 わ せ て 形 成 さ れ た 屈 曲 部 か ら 延 び る 屈 曲 片 に フ ッ ク 部 を 掛 止

可 能 に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 連 結 部 材 。

【 請 求 項 ４ 】

　 天 板 を 矩 形 に 形 成 す る と と も に 、 ボ ル ト を 天 板 の 中 央 部 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 ３ に 記 載 の 連 結 部 材 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 建 設 現 場 の 内 外 を 仕 切 る 仮 囲 い 板 の 連 結 構 造 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 建 設 現 場 内 へ の 立 入 り 禁 止 や 建 設 現 場 の 景 観 保 持 な ど の た め に 建 設 現 場 を 囲 む よ う に 仮

囲 い 板 が 設 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 図 ７ に 示 す よ う に 、 仮 囲 い 板 ７ ０ ０ は 、 地 面 に 杭 打 ち さ れ る 複 数 の 単 管 ７ ０ １ を 一 定 間

隔 に 並 べ 、 各 単 管 の 間 に そ れ ぞ れ 鋼 板 ７ ０ ３ を 配 置 し 、 こ れ ら 鋼 板 を 水 平 方 向 に 架 設 し た

単 管 ７ ０ ５ に ク ラ ン プ す る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ８ ー ２ ９ １ ４ ６ ３ 号 公 報 （ 図 １ ７ ）

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 図 ８ 及 び 図 ９ は 鋼 板 の 連 結 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 隣 接 す る 鋼 板 ７ ０

３ a、 ７ ０ ３ ｂ の 両 側 端 は 、 そ れ ぞ れ 内 側 に 屈 曲 さ れ て い る 。 隣 接 す る 鋼 板 を 互 い に 突 き

合 わ せ た と き に 、 一 方 の 鋼 板 の 側 端 と 他 方 の 鋼 板 の 側 端 と が 咬 合 す る よ う に 、 一 方 の 鋼 板

の 側 端 と 他 方 の 鋼 板 の 側 端 と で は 屈 曲 形 状 が 異 な ら せ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 す な わ ち 鋼 板 ７ ０ ３ aの 側 端 ８ ０ １ に は 、 ま ず 内 側 に 直 角 に 屈 曲 す る 第 一 の 屈 曲 部 ８ ０

１ ａ と 、 続 い て 外 側 に 直 角 に 屈 曲 す る 第 二 の 屈 曲 部 ８ ０ １ ｂ と 、 続 い て 内 側 に 直 角 に 屈 曲

す る 第 三 の 屈 曲 部 ８ ０ １ ｃ と 、 続 い て 内 側 に 直 角 に 屈 曲 す る 第 四 の 屈 曲 部 ８ ０ １ ｄ と 、 最

後 に 内 側 に 屈 曲 す る 第 五 の 屈 曲 部 ８ ０ １ ｅ と を 介 し て 屈 曲 片 ８ ０ １ ｆ が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 鋼 板 ７ ０ ３ ｂ の 側 端 ８ ０ ３ に は 、 ま ず 内 側 に 直 角 に 屈 曲 す る 第 一 の 屈 曲 部 ８ ０ ３

ａ と 、 続 い て 内 側 に 直 角 に 屈 曲 す る 第 二 の 屈 曲 部 ８ ０ ３ ｂ と 、 続 い て 外 側 に 直 角 に 屈 曲 す

る 第 三 の 屈 曲 部 ８ ０ ３ ｃ と 、 続 い て 内 側 に 直 角 に 屈 曲 す る 第 四 の 屈 曲 部 ８ ０ ３ ｄ と 、 最 後

に 内 側 に 屈 曲 す る 第 五 の 屈 曲 部 ８ ０ ３ ｅ と を 介 し て 屈 曲 片 ８ ０ ３ ｆ が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 図 ９ に 示 す よ う に 、 隣 接 す る 鋼 板 の 側 端 を 結 合 す る と 、 鋼 板 ７ ０ ３ ａ の 第 一 の 屈 曲 部 ８

０ １ ａ と 鋼 板 ７ ０ ３ ｂ の 第 一 の 屈 曲 部 ８ ０ ３ ａ と が 対 向 し 、 鋼 板 ７ ０ ３ ａ の 第 二 の 屈 曲 部

８ ０ １ ｂ と 鋼 板 ７ ０ ３ ｂ の 第 二 の 屈 曲 部 ８ ０ ３ ｂ と が 対 向 し 、 鋼 板 ７ ０ ３ ａ の 第 三 の 屈 曲

部 ８ ０ １ ｃ と 鋼 板 ７ ０ ３ ｂ の 第 三 の 屈 曲 部 ８ ０ ３ ｃ と が 対 向 し 、 鋼 板 ７ ０ ３ ａ の 第 四 の 屈

曲 部 ８ ０ １ ｄ と 鋼 板 ７ ０ ３ ｂ の 第 四 の 屈 曲 部 ８ ０ ３ ｄ と が 対 向 し た 状 態 で 鋼 板 ７ ０ ３ ａ の

側 端 と 鋼 板 ７ ０ ３ ｂ の 側 端 が 咬 合 す る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】

　 上 述 の よ う に 従 来 の 鋼 板 の 側 端 は 全 て の 屈 曲 部 が 直 角 に 屈 曲 し て い る た め 、 図 １ ０ に 示

す よ う に 、 隣 接 す る 鋼 板 が 結 合 し た 状 態 で 、 鋼 板 ７ ０ ３ ａ 、 ７ ０ ３ ｂ に 図 中 矢 示 方 向 の 力

が 加 わ る と 、 矢 示 方 向 の 力 に 対 抗 で き ず に 鋼 板 ７ ０ ３ ａ 、 ７ ０ ３ ｂ が 動 き 、 結 合 し た 鋼 板

が 離 れ て し ま う 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 仮 囲 い 板 を 設 置 す る 作 業 に お い て 、 鋼 板 を 結 合 し た 後 で 単 管 を 利 用 し て ク ラ ン プ さ せ て

鋼 板 を 連 結 す る が 、 ク ラ ン プ す る 前 の 鋼 板 が 上 述 の よ う に 不 安 定 で は 鋼 板 を 連 結 す る と き

の 作 業 性 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 設 置 し た 仮 囲 い 板 を 解 体 す る 場 合 に お い て も 、 ク ラ ン プ を 解 除 し た 途 端 に 鋼 板 が

不 安 定 に な り 、 例 え ば 強 風 時 の 解 体 作 業 に お い て は 鋼 板 が 簡 単 に 倒 れ て し ま い 作 業 効 率 が

低 下 す る と い う 問 題 が あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 鋼 板 の 連 結 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 仮

囲 い 板 の 連 結 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 仮 囲 い 板 の 連 結 構 造 は 、 複 数 の 板 材 の 側 端 を 互 い に 突 き 合 わ せ て 水 平 方 向 に 立

設 す る こ と に よ り 仮 囲 い を 行 う 仮 囲 い 板 の 連 結 構 造 で あ っ て 、 互 い に 隣 接 す る 板 材 の う ち

、 一 方 の 板 材 の 側 端 が 、 前 記 板 材 と 直 交 す る 仮 想 線 を 斜 め に 横 切 る 屈 曲 部 を 備 え 、 他 方 の

板 材 の 側 端 が 、 前 記 板 材 と 直 交 す る 仮 想 線 を 斜 め に 横 切 る 屈 曲 部 を 備 え 、 前 記 一 方 の 板 材

の 側 端 の 屈 曲 部 と 前 記 他 方 の 板 材 の 側 端 の 屈 曲 部 と を 突 き 合 わ せ る と と も に 、 前 記 一 方 の

板 材 の 側 端 と 前 記 他 方 の 板 材 の 側 端 に は そ れ ぞ れ 、 各 屈 曲 部 か ら 延 び る 屈 曲 片 を 備 え る と

と も に 、 中 央 部 に ボ ル ト を 備 え る 矩 形 の 天 板 と 、 先 端 に フ ッ ク 部 を 備 え て 前 記 天 板 の 四 隅

か ら 延 び る 開 閉 自 在 の 脚 部 と 、 を 有 す る 連 結 部 材 が 、 前 記 複 数 の 板 材 に 対 し て 水 平 方 向 に

配 置 し た 単 管 を 跨 ぐ よ う に 取 付 け ら れ 、 前 記 脚 部 の フ ッ ク 部 を 前 記 一 方 の 板 材 の 側 端 の 屈

曲 片 と 前 記 他 方 の 板 材 の 側 端 の 屈 曲 片 に 掛 止 し た 状 態 で 前 記 ボ ル ト を 緊 締 さ せ て な る こ と

を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 水 平 方 向 に 付 き 合 わ さ れ た 板 材 に 対 し て 垂 直 方 向 の 力 が 加 わ っ た 場

合 で も 、 板 材 と 直 交 す る 方 向 に 対 し て 左 右 に 蛇 行 す る 屈 曲 部 の 、 板 材 と 直 交 す る 仮 想 線 を

斜 め に 横 切 る 部 分 が 壁 と な り 垂 直 方 向 の 力 に 対 向 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 互 い に 突

き 合 わ せ て 状 態 の 板 材 の 動 き を 制 限 す る こ と が で き 板 材 の 連 結 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 板 材 の 側 端 の 屈 曲 部 が 、 前 記 板 材 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 略 く

の 字 状 又 は 略 逆 く の 字 状 に 延 び る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 屈 曲 部 を 略 く の 字 状 又 は 略 逆 く の 字 状 に 形 成 す る こ と に よ り 、 板 材

と 直 交 す る 方 向 に 対 し て 左 右 に 蛇 行 し 、 か つ 板 材 と 直 交 す る 仮 想 線 を 斜 め に 横 切 る 屈 曲 部

を 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 板 材 の 側 端 の 屈 曲 部 が 、 前 記 板 材 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 略 S

字 状 又 は 略 逆 S字 状 に 延 び る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 屈 曲 部 を 略 S字 状 又 は 略 逆 S字 状 に 形 成 す る こ と に よ り 、 板 材 と 直 交

す る 方 向 に 対 し て 左 右 に 蛇 行 し 、 か つ 板 材 と 直 交 す る 仮 想 線 を 斜 め に 横 切 る 屈 曲 部 を 形 成

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】
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　 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 板 材 の 側 端 の 屈 曲 部 が 、 前 記 板 材 に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 蛇 腹

状 に 延 び る よ う に し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 屈 曲 部 を 蛇 腹 状 に 形 成 す る こ と に よ り 、 板 材 と 直 交 す る 方 向 に 対 し

て 左 右 に 蛇 行 し 、 か つ 板 材 と 直 交 す る 仮 想 線 を 斜 め に 横 切 る 屈 曲 部 を 形 成 す る こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 板 材 の 側 端 の 屈 曲 部 か ら 延 び る 屈 曲 片 を 備 え る よ う に し て も よ

い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 板 材 を 連 結 す る 連 結 具 を 屈 曲 片 に 掛 止 さ せ 易 く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 上 記 構 成 に お い て 、 前 記 一 方 の 板 材 の 側 端 が 、 ま ず 内 側 に 鋭 角 に 屈 曲 す る 第 一 の 屈 曲 部

と 、 続 い て 外 側 に 屈 曲 す る 第 二 の 屈 曲 部 と 、 続 い て 前 記 一 方 の 板 材 に 対 し て 平 行 に 延 び る

よ う に 内 側 に 屈 曲 す る 第 三 の 屈 曲 部 と 、 続 い て 前 記 一 方 の 板 材 に 向 か う 方 向 に 起 立 す る よ

う に 内 側 に 屈 曲 す る 第 四 の 屈 曲 部 と を 介 し て 屈 曲 片 を 備 え 、 前 記 他 方 の 板 材 の 側 端 が 、 前

記 一 方 の 板 材 の 側 端 の 前 記 第 一 の 屈 曲 部 の 鋭 角 と の 和 が 略 １ ８ ０ 度 と な る 関 係 を 以 て 内 側

に 屈 曲 す る 第 一 の 屈 曲 部 と 、 続 い て 前 記 一 方 の 板 材 の 側 端 の 前 記 第 二 の 屈 曲 部 の 角 度 と 略

同 じ 角 度 で 内 側 に 屈 曲 す る 第 二 の 屈 曲 部 と 、 続 い て 前 記 他 方 の 板 材 に 対 し て 平 行 に 延 び る

よ う に 内 側 に 屈 曲 す る 第 三 の 屈 曲 部 と 、 続 い て 前 記 他 方 の 板 材 に 向 か う 方 向 に 起 立 す る よ

う に 内 側 に 屈 曲 す る 第 四 の 屈 曲 部 と を 介 し て 屈 曲 片 を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 略 く の 字 状 に 屈 曲 す る 屈 曲 部 と 屈 曲 部 に 続 く 屈 曲 片 を 形 成 す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 上 記 構 成 に お い て 、 中 央 部 に ボ ル ト を 備 え る 矩 形 の 天 板 と 、 先 端 に フ ッ ク 部 を 備 え て 前

記 天 板 の 四 隅 に 延 び る 開 閉 脚 自 在 の 脚 部 と 、 を 有 す る 連 結 部 材 が 、 前 記 複 数 の 板 材 に 対 し

て 水 平 方 向 に 配 置 し た 単 管 を 跨 ぐ よ う に 取 付 け ら れ 、 前 記 脚 部 の フ ッ ク 部 を 前 記 一 方 の 板

材 の 側 端 の 屈 曲 片 と 前 記 他 方 の 板 材 の 側 端 の 屈 曲 片 に 掛 止 し た 状 態 で 前 記 ボ ル ト を 緊 締 さ

せ て な る よ う に す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 一 つ の ボ ル ト の 緊 締 操 作 だ け で 隣 接 す る ２ つ の 板 材 に 対 し て 単 管 を

跨 い で 連 結 部 材 を 取 り 付 け る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 仮 囲 い 板 の 連 結 構 造 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 仮 囲 い 板 の 連 結 構 造 の 鋼 板 の 挙 動 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 仮 囲 い 板 の 連 結 構 造 の 連 結 部 材 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 仮 囲 い 板 の 連 結 構 造 の 連 結 部 材 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 仮 囲 い 板 の 鋼 板 の 側 端 の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 仮 囲 い 板 の 鋼 板 の 側 端 の さ ら に 他 の 実 施 の 形 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 仮 囲 い 板 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 仮 囲 い 板 の 鋼 板 の 連 結 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 仮 囲 い 板 の 鋼 板 の 連 結 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 仮 囲 い 板 の 鋼 板 の 挙 動 を 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 仮 囲 い 板 の 連 結 構 造 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ は 複 数 の 鋼 板 １
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０ １ の 側 端 を 互 い に 突 き 合 わ せ て 水 平 方 向 に 立 設 す る こ と に よ り 仮 囲 い を 行 う 仮 囲 い 板 の

連 結 構 造 １ ０ ０ を 示 し て い る 。 板 材 で あ る 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ 及 び 鋼 板 １ ０ ３ の 側 端

１ ０ ７ は 内 側 に 屈 曲 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 互 い に 隣 接 す る 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ の う ち 、 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ は 、 ま ず 内 側 に 鋭

角 に 屈 曲 す る 第 一 の 屈 曲 部 １ ０ ５ aと 、 続 い て 外 側 に 屈 曲 す る 第 二 の 屈 曲 部 １ ０ ５ ｂ と 、

続 い て 鋼 板 １ ０ １ に 対 し て 平 行 に 延 び る よ う に 内 側 に 屈 曲 す る 第 三 の 屈 曲 部 １ ０ ５ ｃ と 、

続 い て 鋼 板 １ ０ １ に 向 か う 方 向 に 起 立 す る よ う に 内 側 に 屈 曲 す る 第 四 の 屈 曲 部 １ ０ ５ ｄ と

を 介 し て 屈 曲 片 １ ０ ５ eを 備 え る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 鋼 板 １ ０ ３ の 側 端 １ ０ ７ は 、 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ の 第 一 の 屈 曲 部 １ ０ ５ aの

鋭 角 と の 和 が 略 １ ８ ０ 度 と な る 関 係 を 以 て 内 側 に 屈 曲 す る 第 一 の 屈 曲 部 １ ０ ７ aと 、 続 い

て 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ の 第 二 の 屈 曲 部 １ ０ ５ bの 角 度 と 略 同 じ 角 度 で 内 側 に 屈 曲 す る

第 二 の 屈 曲 部 １ ０ ７ bと 、 続 い て 鋼 板 １ ０ ３ に 対 し て 平 行 に 延 び る よ う に 内 側 に 屈 曲 す る

第 三 の 屈 曲 部 １ ０ ７ cと 、 続 い て 鋼 板 １ ０ ３ に 向 か う 方 向 に 起 立 す る よ う に 内 側 に 屈 曲 す

る 第 四 の 屈 曲 部 １ ０ ７ dと を 介 し て 屈 曲 片 １ ０ ７ eを 備 え る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 鋼 板 １ ０ １ と 鋼 板 １ ０ ３ と を 突 き 合 わ せ た 状 態 、 つ ま り 鋼 板 １ ０ １ の

側 端 １ ０ ５ の 第 一 の 屈 曲 部 １ ０ ５ aと 鋼 板 １ ０ ３ の 側 端 １ ０ ７ の 第 一 の 屈 曲 部 １ ０ ７ aと が

対 向 し 、 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ の 第 二 の 屈 曲 部 １ ０ ５ bと 鋼 板 １ ０ ３ の 側 端 １ ０ ７ の 第

二 の 屈 曲 部 １ ０ ７ bと が 対 向 し 、 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ の 第 三 の 屈 曲 部 １ ０ ５ aと 鋼 板 １

０ ３ の 側 端 １ ０ ７ の 第 三 の 屈 曲 部 １ ０ ７ cと が 対 向 し た 状 態 で 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ と

鋼 板 １ ０ ３ の 側 端 １ ０ ７ と が 咬 合 し た 状 態 で 、 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ に 図 中 A、 B矢 示 方 向 に

力 が 加 わ っ た 場 合 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 図 中 A矢 示 方 向 の 力 が 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ に 加 わ っ た 場 合 、 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ の

第 二 の 屈 曲 部 １ ０ ５ bと 第 三 の 屈 曲 部 １ ０ ５ cと の 間 の 壁 １ ０ ５ ｆ が A矢 示 方 向 の 力 に 対 抗

し 、 こ れ に よ り 鋼 板 １ ０ ３ の A矢 示 方 向 の 動 き が 制 限 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 鋼 板 １ ０ ３ の 側 端 １ ０ ７ の 第 一 の 屈 曲 部 １ ０ ７ aと 第 二 の 屈 曲 部 １ ０ ７ ｂ と の 間

の 壁 １ ０ ７ ｇ が A矢 示 方 向 の 力 に 対 抗 し 、 こ れ に よ り 鋼 板 １ ０ １ の A矢 示 方 向 の 動 き が 制 限

さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 中 B矢 示 方 向 の 力 が 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ に 加 わ っ た 場 合 、 鋼 板 １ ０ ３ の 側 端 １ ０ ７ の

第 二 の 屈 曲 部 １ ０ ７ bと 第 三 の 屈 曲 部 １ ０ ７ cと の 間 の 壁 １ ０ ７ ｆ が B矢 示 方 向 の 力 に 対 抗

し 、 こ れ に よ り 鋼 板 １ ０ １ の B矢 示 方 向 の 動 き が 制 限 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ま た 、 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ の 第 一 の 屈 曲 部 １ ０ ５ aと 第 二 の 屈 曲 部 １ ０ ５ ｂ と の 間

の 壁 １ ０ ５ ｇ が B矢 示 方 向 の 力 に 対 抗 し 、 こ れ に よ り 鋼 板 １ ０ ３ の B矢 示 方 向 の 動 き が 制 限

さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 上 述 の よ う に 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ に く の 字 状 に 屈 曲 す る 屈 曲 部 を 形 成 し 、 ま た 鋼 板

１ ０ ３ の 側 端 １ ０ ７ に く の 字 状 に 屈 曲 す る 屈 曲 部 を 形 成 す る 。 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ と

鋼 板 １ ０ ３ の 側 端 １ ０ ７ を 咬 合 さ せ る こ と に よ り 、 水 平 方 向 に 付 き 合 わ さ れ た 鋼 板 １ ０ １

、 １ ０ ３ に 対 し て 垂 直 方 向 の 力 が 加 わ っ た 場 合 で も 、 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ の く の 字 状

の 屈 曲 部 及 び 鋼 板 １ ０ ３ の 側 端 １ ０ ７ の く の 字 状 の 屈 曲 部 が 壁 と な り 垂 直 方 向 の 力 に 対 向

す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 結 合 し た 状 態 の 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ の 動 き を 制 限 す る こ と

が で き 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ の 連 結 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 な お 互 い に 隣 接 す る 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ の 各 側 端 １ ０ ５ 、 １ ０ ７ を そ れ ぞ れ 逆 く の 字 状
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に 屈 曲 し て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 図 ３ は 互 い に 隣 接 す る 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ を 連 結 す る 連 結 部 材 ３ ０ ０ の 構 成 を 示 し て い

る 。 地 面 に 杭 打 ち さ れ る 複 数 の 単 管 を 一 定 間 隔 に 並 べ 、 各 単 管 の 間 に そ れ ぞ れ 鋼 板 を 配 置

し 、 こ れ ら 鋼 板 を 水 平 方 向 に 架 設 し た 単 管 に ク ラ ン プ す る （ 図 ７ 参 照 ） 。 連 結 部 材 ３ ０ ０

は 、 単 管 ７ ０ ５ を ま た ぐ よ う に 配 置 し 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ を 単 管 ７ ０ ５ に ク ラ ン プ す る た

め の 部 材 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 連 結 部 材 ３ ０ ０ は 、 矩 形 の 天 板 部 ３ ０ １ と 、 天 板 部 ３ ０ １ の 四 隅 に 延 び る ４ 本 の 脚 部 ３

０ ３ を 備 え る 。 天 板 部 ３ ０ １ の ほ ぼ 中 央 に 単 管 ４ ０ ５ 方 向 に 延 び る ボ ル ト ３ ０ ５ を 備 え る

。 脚 部 ３ ０ ３ の 先 端 は そ れ ぞ れ 鈎 状 に 切 り 欠 か れ た フ ッ ク 部 ３ ０ ７ を 備 え 、 フ ッ ク 部 ３ ０

７ を 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ の 側 端 １ ０ ５ 、 １ ０ ７ の 屈 曲 片 １ ０ ５ e、 １ ０ ７ eに 掛 止 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 図 ４ は 連 結 部 材 ３ ０ ０ の 動 作 を 説 明 す る め の 図 で あ る 。 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 連 結

部 材 ３ ０ ０ の 脚 部 ３ ０ ３ は 天 板 部 ３ ０ １ に 対 し て 図 中 矢 示 方 向 に 開 脚 自 在 に 設 け ら れ 、 屈

曲 片 １ ０ ５ e、 １ ０ ７ eに 掛 止 す る と き は 、 脚 部 ３ ０ ３ を 開 脚 さ せ た 状 態 で 連 結 部 材 ３ ０ ０

を 単 管 ７ ０ ５ に 跨 が せ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 図 ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 連 結 部 材 ３ ０ ０ を 単 管 ７ ０ ５ に 跨 が せ た 状 態 で 、 連 結 部 材 ３

０ ０ の 脚 ３ ０ ３ を 図 中 矢 示 方 向 に 閉 脚 す る 。 連 結 部 材 ３ ０ ０ の 天 板 部 ３ ０ １ に 設 け ら れ た

ボ ル ト ３ ０ ５ を 単 管 ７ ０ ５ 方 向 に 伸 ば し な が ら 緊 締 し て い く と 、 ボ ル ト ３ ０ ５ の 先 端 が 単

管 ７ ０ ５ に 当 接 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 ボ ル ト ３ ０ ５ を さ ら に 緊 締 し て い く と 、 連 結 部 材 ３ ０ ０ が 図

中 矢 示 方 向 に 移 動 し 、 こ れ に よ り 脚 部 ３ ０ ３ の フ ッ ク 部 ３ ０ ７ が 屈 曲 片 １ ０ ５ e、 １ ０ ７ e

を 掛 止 す る 力 が 増 し て い き 、 こ れ に よ り 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ が 単 管 ７ ０ ５ に ク ラ ン プ さ れ

る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 連 結 部 材 ３ ０ ０ の ボ ル ト ３ ０ ５ を 緊 締 す る こ と に よ り 、 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ に は 図 ２ に

示 し た A、 B矢 示 方 向 の 力 が 加 わ る 。 し か し 上 述 の よ う に A、 B矢 示 方 向 の 力 に 対 し て 、 鋼 板

１ ０ １ の 側 端 １ ０ ５ の く の 字 状 の 屈 曲 部 及 び 鋼 板 １ ０ ３ の 側 端 １ ０ ７ の く の 字 状 の 屈 曲 部

が 壁 と な り A、 B矢 示 方 向 の 力 に 対 抗 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 こ れ に よ り 結 合 し た 状 態 の 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ の 動 き を 制 限 す る こ と が で き 鋼 板 １ ０ １

、 １ ０ ３ の 連 結 状 態 を 維 持 し た ま ま 鋼 板 １ ０ １ 、 １ ０ ３ を 単 管 ７ ０ ５ に ク ラ ン プ す る こ と

が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 以 上 説 明 し た 実 施 の 形 態 で は 、 鋼 板 の 側 端 の 屈 曲 部 を 略 く の 字 状 に 屈 曲 さ せ た 場 合 に つ

い て 説 明 し た が 、 鋼 板 の 側 端 に 、 鋼 板 と 直 交 す る 方 向 に 対 し て 左 右 に 蛇 行 し 、 か つ 鋼 板 と

直 交 す る 仮 想 線 を 斜 め に 横 切 る よ う な 形 状 の 屈 曲 部 で あ れ ば 、 そ の 形 状 は 問 わ な い 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 ５ ０ １ に 、 鋼 板 １ ０ １ に 対 し て 直 交 す る

方 向 に 略 S字 状 に 延 び る 屈 曲 部 を 形 成 し 、 当 該 屈 曲 部 か ら 延 び る 屈 曲 片 ５ ０ ５ を 設 け 、 ま

た 鋼 板 １ ０ ３ の 側 端 ５ ０ ３ に 、 鋼 板 １ ０ ３ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 略 S字 状 に 延 び る 屈 曲

部 を 形 成 し 、 当 該 屈 曲 部 か ら 延 び る 屈 曲 片 ５ ０ ７ を 設 け て も よ い 。 な お 、 屈 曲 部 の 形 状 を

略 S字 状 に 代 え て 略 逆 S字 状 に し て も 良 い こ と は 言 う ま で も な い 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 ま た 図 ６ に 示 す よ う に 、 鋼 板 １ ０ １ の 側 端 ６ ０ １ に 、 鋼 板 ６ ０ １ に 対 し て 直 交 す る 方 向

に 蛇 腹 状 に 延 び る 屈 曲 部 を 形 成 し 、 当 該 屈 曲 部 か ら 延 び る 屈 曲 片 ６ ０ ５ を 設 け 、 ま た 鋼 板

１ ０ ３ の 側 端 ６ ０ ３ に 、 鋼 板 １ ０ ３ に 対 し て 直 交 す る 方 向 に 蛇 腹 状 に 延 び る 屈 曲 部 を 形 成
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し 、 当 該 屈 曲 部 か ら 延 び る 屈 曲 片 ６ ０ ７ を 設 け て も よ い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 鋼 板 な ど の 板 状 体 の 連 結 に 利 用 可 能 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 １ ０ ０ 　 仮 囲 い 板 の 連 結 構 造

　 １ ０ ０ 、 １ ０ ３ 　 鋼 板 （ 板 材 ）

　 １ ０ ５ 、 １ ０ ７ 　 鋼 板 の 側 端

　 １ ０ ５ ａ 、 １ ０ ７ ａ 　 第 一 の 屈 曲 部

　 １ ０ ５ ｂ 、 １ ０ ７ ｂ 　 第 二 の 屈 曲 部

　 １ ０ ５ ｃ 、 １ ０ ７ ｃ 　 第 三 の 屈 曲 部

　 １ ０ ５ ｄ 、 １ ０ ７ ｄ 　 第 四 の 屈 曲 部

　 １ ０ ５ ｅ 、 １ ０ ７ ｅ 　 屈 曲 片

　 １ ０ ５ ｆ 、 １ ０ ７ ｆ 　 壁

　 １ ０ ５ ｇ 、 １ ０ ７ ｇ 　 壁

　 ３ ０ ０ 　 連 結 部 材

　 ３ ０ １ 　 天 板

　 ３ ０ ３ 　 脚

　 ３ ０ ５ 　 ボ ル ト

　 ３ ０ ７ 　 フ ッ ク 部

　 ５ ０ １ 、 ５ ０ ３ 　 鋼 板 の 側 端

　 ５ ０ ５ 、 ５ ０ ７ 　 屈 曲 片

　 ６ ０ １ 、 ５ ０ ３ 　 鋼 板 の 側 端

　 ６ ０ ５ 、 ６ ０ ７ 　 屈 曲 片

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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